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海
士
町
の
い
ま（
後
篇
）

前
篇
に
つ
づ
き
、
全
国
で
認
定
第
一
号
と

な
っ
た
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
」、ふ
る
さ
と
納
税
を
原
資
と
す
る
「
未
来

共
創
基
金
」
の
取
り
組
み
な
ど
、「
人
」
と

「
財
」
を
島
に
呼
び
込
み
、持
続
可
能
な
島
づ

く
り
に
資
す
る
島
根
県
海
士
町
の
「
還
流
お

こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
端
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
（
現
状
は
令
和
三
年
一
〇
月
の
取
材
時
）。

水
産
・
畜
産
分
野
で
の

派
遣
職
員
の
受
け
入
れ

海
士
町
複
業
協
同
組
合
（
以
下
、複
業
組
合
）

の
奥
田
和か

ず

司も
り

代
表
理
事
に
つ
づ
い
て
、
平
成

七
年
に
操
業
を
開
始
し
た
定
置
網
部
門
を
持

つ
飯は

ん

古こ

建
設
（
有
）
と
、黒
毛
和
牛
の
繁
殖・

肥
育
の
一
環
経
営
で
「
隠
岐
牛
」
ブ
ラ
ン
ド

を
す
す
め
、
定
置
網
部
門
と
潮
風
フ
ァ
ー
ム

に
そ
れ
ぞ
れ
数
億
円
ず
つ
投
資
し
て
き
て
い

た
。
定
置
網
事
業
は
赤
字
だ
っ
た
が
、
む
ろ

ん
社
員
は
減
ら
せ
な
い
。
社
員
か
ら
、（
定
置

は
）
ち
ゃ
ん
と
続
け
る
つ
も
り
で
す
か
、
と

問
わ
れ
る
な
ど
、
信
頼
を
得
る
ま
で
が
大
変

だ
っ
た
」

い
ま
、
飯
古
建
設
の
定
置
網
は
島
の
南
東

沖
に
二
カ
統
あ
る
。
水
揚
げ
高
は
平
成
一
九

年
の
約
一
億
四
〇
〇
〇
万
円
を
ピ
ー
ク
に
、

令
和
二
年
に
は
約
六
〇
〇
〇
万
円
に
ま
で
減

少
し
て
い
る
が
、
同
年
に
は
約
二
億
円
を
か

け
て
新
網
と
、
魚
種
別
の
入
網
状
況
な
ど
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
確
認
で
き
る
潮
流
計
つ

き
魚
群
探
知
機
を
導
入
し
て
い
る
。

「
隠
岐
全
体
で
生
産
さ
れ
る
仔
牛
は
年
に
約

一
〇
〇
〇
頭
だ
が
、
潮
風
フ
ァ
ー
ム
は
一
五

〇
頭
ほ
ど
し
か
買
え
な
い
。
い
ま
は
一
頭
八

〇
万
円
ほ
ど
」

自
社
の
母
牛
か
ら
も
年
に
七
〇
頭
ほ
ど
の

仔
牛
が
生
ま
れ
、
成
牛
は
生
後
三
〇
カ
月
で

東
京
食
肉
市
場
に
出
荷
す
る
。
年
間
三
〇
〇

三
木 

剛
志

確
立
を
目
指
す
子
会
社
（
有
）
隠
岐
潮
風
フ

ァ
ー
ム
（
同
一
六
年
創
業
）
で
そ
れ
ぞ
れ
代
表

取
締
役
を
務
め
、
複
業
組
合
の
副
理
事
長
で

も
あ
る
飯
古
晴は

る

二じ

さ
ん
（
五
六
歳
）
に
お
話
を

う
か
が
っ
た
。

飯
古
さ
ん
は
、
平
成
一
二
年
に
松
江
の
総

合
建
設
企
業
を
辞
め
て
Ｕ
タ
ー
ン
、
父
親
が

創
業
し
会
長
を
務
め
る
飯
古
建
設
に
入
社
し

た
。同
三
一
年
に
前
任
の
田
仲
寿ひ

さ

夫お

さ
ん（
令

和
三
年
逝
去
）
か
ら
建
設
・
定
置
網
・
リ
サ
イ

ク
ル
部
門
を
受
け
継
い
で
代
表
取
締
役
に
就

任
す
る
ま
で
は
、
土
木
や
建
設
の
現
場
仕
事

に
〝
逃
げ
て
〟
い
た
の
だ
と
い
う
。

「
田
仲
さ
ん
は
会
社
を
育
て
て
く
れ
た
島
の

一
次
産
業
へ
の
思
い
入
れ
が
強
く
、
水
産
業

と
畜
産
業
に
異
業
種
参
入
し
て
多
角
化
経
営

報
告
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頭
を
目
指
し
て
い
る
が
、
い
ま
は
月
に
一
二

頭
。
コ
ロ
ナ
禍
で
問
屋
が
買
い
控
え
て
お
り
、

売
り
上
げ
は
下
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

町
で
は
主
に
Ｉ
タ
ー
ン
を
増
や
し
て
き
て

お
り
、
畜
産
や
水
産
加
工
の
分
野
で
独
立
し

て
が
ん
ば
っ
て
い
る
若
い
人
た
ち
も
い
る
。

飯
古
さ
ん
は
、
町
の
商
工
会
は
こ
れ
ま
で
Ｕ

タ
ー
ン
だ
の
み
で
人
材
が
不
足
し
て
お
り
、

も
っ
と
地
元
企
業
の
雇
用
を
増
や
す
よ
う
な

仕
掛
け
が
必
要
、
と
語
る
。

「
バ
イ
ト
感
覚
で
は
な
く
、
本
気
で
長
く
や

る
人
が
ほ
し
い
。
う
ち
だ
と
大
型
や
シ
ョ
ベ

ル
カ
ー
、
足
場
組
み
な
ど
、
仕
事
に
必
要
な

一
〇
種
類
く
ら
い
の
免
許
を
取
ら
せ
る
。
定

置
網
も
、
玉
掛
け
や
船
舶
の
免
許
が
必
要
だ

し
」複

業
組
合
か
ら
の
派
遣
職
員
受
け
入
れ
実

績
は
、
一
～
三
月
は
定
置
網
に
一
人
、
四
～

六
月
は
女
性
二
人
、
七
～
九
月
は
ゼ
ロ
、
一

〇
～
一
二
月
は
一
人
、
潮
風
フ
ァ
ー
ム
に
一

人
。
定
置
網
の
作
業
は
、
朝
六
時
か
ら
九
時

が
網
の
引
き
揚
げ
、そ
れ
か
ら
魚
の
選
別
、一

一
時
か
ら
一
四
時
半
頃
ま
で
網
の
手
入
れ
な

ど
が
あ
る
。

水産・畜産分野における複業組合の意義や課
題を説明する飯古晴二飯古建設代表取締役。

「
や
り
方
を
教
え
な
が
ら
、
一
通
り
の
作
業

が
で
き
る
こ
ろ
に
は
三
カ
月
が
経
っ
て
し
ま

う
。
定
置
網
の
入
れ
替
え
や
、
放
っ
て
お
く

と
網
を
切
っ
て
し
ま
う
カ
ラ
ス
貝
を
木
槌
で

取
り
除
く
地
道
な
作
業
も
ま
じ
め
に
や
っ
て

く
れ
、ず
っ
と
い
て
ほ
し
い
の
で
す
が
…
…
」

派
遣
職
員
を
長
期
的
な
戦
力
と
し
て
考
え

て
い
る
事
業
者
は
、
短
い
期
間
で
仕
事
を
覚

え
た
ら
出
て
い
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
す

る
懸
念
が
あ
る
。
飯
古
さ
ん
は
、
い
っ
た
ん

離
れ
て
も
ま
た
帰
っ
て
き
て
も
ら
え
る
よ
う
、

中
古
車
を
あ
げ
た
り
、
獲
れ
た
魚
を
持
ち
帰

ら
せ
た
り
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
複
業
組
合
の
組
合

員
が
増
え
て
、
旅
館
の
手
伝

い
な
ど
の
比
較
的
単
純
な
仕

事
と
、
技
術
や
知
識
を
必
要

と
す
る
事
業
者
の
仕
事
が
混

在
す
る
よ
う
に
な
る
と
、「
組

合
員
の
中
で
、
制
度
に
対
す

る
温
度
差
が
出
て
く
る
の
で

は
」
と
課
題
も
指
摘
す
る
。

隠岐潮風ファームの放牧牛。
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活
躍
す
る
複
業
組
合
正
職
員
の
皆
さ
ん

飯
古
建
設
の
子
会
社
・
隠
岐
潮
風
フ
ァ
ー

ム
で
は
、
こ
こ
が
海
士
町
で
三
カ
所
目
の
職

場
と
い
う
高た

か

谷た
に

朱し
ゅ

理り

さ
ん
（
二
一
歳
）
が
複
業

組
合
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
市
の
出

身
で
大
阪
の
映
像
専
門
学
校
で
学
び
、
映
画

業
界
志
望
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
就
職
活

動
が
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
就
活
セ
ン
タ
ー

の
求
人
を
み
て
新
卒
で
海
士
町
へ
や
っ
て
来

た
。
い
ま
は
一
人
で
空
き
家
を
改
修
し
た
住

宅
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
。

最
初
の
派
遣
先
は
飯
古
建
設
の
定
置
網
だ

っ
た
。
早
朝
か
ら
網
を
し
ゃ
ば
り
（
引
っ
ぱ

り
）、
昼
ま
で
魚
を
選
別
し
た
り
し
て
い
た
。

マ
グ
ロ
、
ブ
リ
、
ヤ
ズ
、
ハ
マ
チ
、
マ
イ
ワ

シ
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

魚
が
揚
が
っ
た
。

七
月
か
ら
は
（
株
）
ふ
る
さ
と
海
士
の
Ｃ

Ａ
Ｓ
凍
結
セ
ン
タ
ー
へ
。
大
手
通
販
か
ら
の

受
注
書
の
と
り
ま
と
め
な
ど
、
淡
々
と
し
た

仕
事
で
や
り
や
す
か
っ
た
し
、
自
ら
の
ス
キ

ル
を
生
か
し
て
商
品
紹
介
の
動
画
づ
く
り
も

手
掛
け
た
と
い
う
。

一
〇
月
か
ら
潮
風
フ
ァ
ー
ム
へ
移
り
、
粗

飼
料
と
な
る
田
ん
ぼ
の
稲
藁
あ
つ
め
や
、
肥

育
牛
の
餌
や
り
を
つ
づ
け
て
い
る
。

「
島
は
優
し
い
人
ば
か
り
で
、
も
ら
っ
た
も

の
で
生
活
で
き
る
。
社
長
か
ら
車
や
米
も
い

た
だ
い
た
」

島
外
に
は
ほ
と
ん
ど
行
く
こ
と
が
な
い
と

い
う
。

「
仔
牛
が
か
わ
い
い
。牛
に
目
覚
め
そ
う
。ず

っ
と
こ
こ
に
い
る
か
も
」

◆

島
の
玄
関
口
、
菱
浦
港
の
キ
ン
ニ
ャ
モ
ニ

ャ
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
「
大
漁
」
は
、
海
士
町

漁
協
が
運
営
す
る
魚
介
類
の
直
売
店
で
あ
る
。

売
り
場
に
立
つ
の
は
、
埼
玉
県
浦
和
市
出

身
の
山や

ま

郷ご
う

志し

乃の

美み

さ
ん
（
二
七
歳
）。
大
学
院

で
臨
床
心
理
学
を
専
攻
、
心
理
士
を
目
指
し

て
い
た
が
、
初
め
て
海
釣
り
を
体
験
、
ぐ
い

っ
と
い
う
魚
の
引
き
に
自
然
の
脈
動
を
感
じ
、

「
漁
師
に
な
り
た
い
」と
い
う
思
い
が
募
っ
た

と
い
う
。

「
ネ
ッ
ト
の
求
人
検
索
で
た
ま
た
ま
見
つ
け

た
複
業
組
合
の
最
初
に
定
置
網
の
紹
介
が
あ

り
、
島
と
い
う
場
所
も
お
も
し
ろ
そ
う
だ
っ

た
」い

ま
は
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
若
手
三
人
で
住

ん
で
い
る
。

来
島
早
々
、
高
谷
さ
ん
と
二
人
で
飯
古
建

設
の
定
置
網
に
派
遣
さ
れ
た
。
網
を
引
き
上

げ
て
（
網
は
機
械
が
引
い
て
く
れ
、弛
み
を
引
き
寄

せ
た
り
す
る
の
は
人
力
で
）、
マ
ダ
イ
な
ど
魚
を

見
た
瞬
間
に
感
動
し
た
と
い
う
。

「
毎
回
獲
れ
る
魚
が
ち
が
う
。
日
を
追
う
ご

と
に
ア
ジ
が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
っ

隠岐潮風ファームにて。複業組合正職
員の高谷朱理さんにとって、同ファーム
は、海士町で三カ所目の職場。
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た
り
、ト
ビ
ウ
オ
や
シ
イ
ラ
が
入
る
こ
と
も
」

「
大
漁
」
は
二
カ
所
目
で
、
獲
れ
た
魚
の
行

方
を
追
っ
て
こ
こ
に
来
た
の
だ
と
い
う
。
働

く
の
は
半
年
間
（
七
～
一
二
月
）
の
予
定
だ
。

前
日
に
揚
が
っ
た
魚
を
漁
協
本
所
の
人
た

ち
が
漁
港
の
冷
蔵
施
設
か
ら
運
び
、
山
郷
さ

ん
が
パ
ッ
ク
し
て
値
づ
け
を
し
、
商
品
ケ
ー

ス
に
並
べ
る
。
サ
ザ
エ
や
ア
ワ
ビ
な
ど
の
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
を
発
送
し
た
り
、
魚
を

捌さ
ば

い
た
り
も
す
る
。
来
店
客
は
島
の
人
、
と

く
に
お
年
寄
り
が
多
く
、
観
光
客
が
宅
配
便

で
の
商
品
発
送
を
依
頼
し
て
く
る
こ
と
も
あ

る
。

「
高
齢
者
が
多
い
か
ら
、
量
が
あ
れ
ば
い
い

わ
け
で
は
な
い
。
若
い
人
た
ち
は
魚
を
捌
け

な
い
か
ら
、
魚
の
惣
菜
づ
く
り
な
ど
、
魚
食

の
広
げ
方
に
創
造
の
余
地
が
あ
る
。
販
売
は

で
き
る
こ
と
が
広
い
」

「
島
ま
る
ご
と
図
書
館
構
想
」の
一
環
で
、店

舗
の
一
隅
に
魚
の
食
べ
方
な
ど
に
関
す
る
本

の
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
っ
た
。

「
来
年
は
、
イ
ワ
ガ
キ
（「
春は
る

香か

」
を
養
殖
す
る

海
士
い
わ
が
き
生
産
株
式
会
社
）
に
行
く
か
も
」

「
島
の
森も

林り

づ
く
り
は
海
づ
く
り
」
を
標
榜

す
る
隠
岐
島
前
森
林
組
合
も
複
業
組
合
の
組

合
員
と
な
っ
て
お
り
、「
林
業
に
も
興
味
を
惹

か
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
体
験
し
て
み

た
い
」
と
い
う
。

島
の
未
来
へ
投
資
す
る
基
金
の
設
立

大
阪
の
Ｉ
Ｔ
企
業
で
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
し
て
働
い
た
後
、
平
成
一
三
年
に
Ｕ
タ

ー
ン
し
て
町
役
場
に
入
り
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
凍
結
セ

ン
タ
ー
で
の
商
品
営
業
、
ジ
オ
ホ
テ
ル

「E

エ
ン
ト
ウ

ntô

」
の
立
ち
上
げ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も

関
わ
っ
た
柏か

し
わ

谷だ
に

猛た
け
し

さ
ん
は
、
令
和
元
年
度
か

ら
交
流
促
進
課
長
と
し
て
、
観
光
振
興
や
商

工
労
働
、
移
住
定
住
、
視
察
対
応
な
ど
を
担

当
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
「
外
貨
創
出
特
命

担
当
」
と
し
て
、
ホ
テ
ルEntô

（
後
出
）
を

軸
と
し
た
島
内
の
宿
の
磨
き
上
げ
と
魅
力
化
、

外
貨
の
島
内
還
元
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
担
当

島のいろいろな仕事を体験してみたいと話す複業組合
正職員の山郷志乃美さん。

海士町漁協運営の直売店「大漁」に並ぶ魚介類。
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す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
行
政
が
片
手
間
で
で

き
る
よ
う
な
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

例
え
ば
、
生
ラ
イ
チ
の
生
産
な
ど
で
知
ら

れ
る
宮
崎
県
児こ

湯ゆ

郡
新
富
町
は
、
地
場
産
品

で
稼
い
だ
〝
外
貨
〟
を
〝
人
財
〟
育
成
に
再

投
資
す
る
地
域
商
社（
一
般
財
団
法
人
こ
ゆ
地
域

づ
く
り
推
進
機
構
。
平
成
二
九
年
に
同
町
が
旧
観
光

協
会
を
法
人
化
）
で
対
応
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
凍
結
セ
ン
タ
ー
を
運
営

す
る
（
株
）
ふ
る
さ
と
海
士
、ホ
テ
ルEntô

を
経
営
す
る
（
株
）
海
士
に
次
い
で
、
海
士

町
で
は
三
社
目
と
な
る
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し

て
平
成
三
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
推
進
な
ど
、
官
民
連
携
で
〝
攻

め
〟
の
政
策
を
担
う
事
業
会
社
、
Ａ
Ｍ
Ａ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
資
本
金
三
〇
〇

〇
万
円
、
代
表
取
締
役
：
大
江
和
彦
海
士
町
長
）
だ
。

町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
額
は
、

令
和
元
年
は
約
四
〇
〇
〇
万
円
だ
っ
た
が
、

翌
年
か
ら
本
格
的
な
活
動
を
展
開
し
、
同
年

に
初
め
て
一
億
円
を
突
破
し
た
。
返
礼
品
も
、

Ｃ
Ａ
Ｓ
製
品
と
隠
岐
牛
を
中
心
と
し
た
七
〇

品
目
か
ら
二
五
〇
品
目
に
ま
で
増
え
て
地
元

生
産
者
の
売
り
上
げ
増
に
も
寄
与
、
同
三
年

の
目
標
額
は
三
億
円
と
い
う
。

令
和
二
年
一
二
月
に
は
、
Ａ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
が
投
資
運
用
団
体
と
し
て
「
一

般
社
団
法
人
海
士
町
未
来
投
資
委
員
会
」
を

設
立
。
町
の
条
例
も
改
定
し
、
前
年
に
寄
せ

ら
れ
た
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
額
の
二

五
パ
ー
セ
ン
ト
を
同
委
員
会
が
管
理
す
る

「
海
士
町
未
来
共
創
基
金
」に
拠
出
す
る
仕
組

み
を
つ
く
っ
た
。
同
基
金
は
、
全
国
の
支
援

者
か
ら
の
厚
志
に
よ
っ
て
調
達
し
た
資
金
を

島
の
未
来
を
本
気
で
考
え
る
人
た
ち
の
事
業

に
投
資
、「
人
づ
く
り
」
と
「
仕
事
づ
く
り
」

の
好
循
環
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
の
仕
掛

け
で
あ
る
。投
資
事
業
の
応
募
条
件
に
は
、海

士
町
の
未
来
に
つ
な
が
る
こ
と
、
事
業
費
の

下
限
五
〇
〇
万
円
と
い
う
基
準
が
あ
る
。
町

と
同
委
員
会
が
応
募
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

な
ど
伴
走
す
る
態
勢
も
整
い
、
今
年
度
の
応

募
事
業
は
三
件
で
、
う
ち
二
件
（
九
〇
〇
万
円

と
一
一
〇
〇
万
円
）
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
、
な
ま
こ
漁
師
会
の
「
ナ
マ

コ
と
と
も
に
生
き
て
い
く
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

事
業
提
案
者
は
大
学
在
学
中
か
ら
海
士
町
と

関
わ
っ
て
い
た
宮
﨑
雅
也
さ
ん（
三
九
歳
）。休

学
中
に
二
年
間
中
国
に
住
み
、
干
し
ナ
マ
コ

需
要
を
肌
で
感
じ
て
い
た
宮
﨑
さ
ん
は
、
大

学
卒
業
後
の
平
成
一
八
年
に
Ｉ
タ
ー
ン
、
漁

師
た
ち
に
〝
寄
業
〟
し
て
ナ
マ
コ
加
工
の
会

社
を
立
ち
上
げ
た
。
同
一
九
年
に
は
町
に
よ

っ
て
乾
燥
ナ
マ
コ
の
加
工
工
場
も
整
備
さ
れ

た
が
、
個
体
数
が
年
々
減
っ
て
き
て
い
る
こ

海士町交流促進課長兼外貨創出特命担当課
長を務める柏谷猛さん。
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と
か
ら
、「
獲
る
漁
業
か
ら
育
て
る
漁
業
」
に

向
け
、
イ
ワ
ガ
キ
の
養
殖
施
設
に
着
生
す
る

稚
ナ
マ
コ
を
漁
港
内
の
育
成
場
に
移
し
て
育

て
、放
流
す
る
計
画
だ
。
ま
た
、「
海
の
掃
除

屋
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ナ
マ
コ
を
増
や
す
こ

と
は
、
海
の
豊
か
な
生
態
系
維
持
に
も
つ
な

が
る
と
い
う
［
※
1
］。

も
う
一
件
は
、
居
酒
屋
を
経
営
す
る
宇
野

將
之
さ
ん
（
四
六
歳
）
の
「
海
が
好
き
に
な
る

マ
リ
ン
ボ
ー
ト
事
業
」。町
内
に
は
遊
漁
船
が

少
な
い
た
め
、「
遊
漁
」
と
「
島
前
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
」で
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
図
り
、長

期
滞
在
客
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の
満
足
度
を
上
げ
、

関
係
人
口
増
へ
と
つ
な
げ
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
島
の
漁
師
の
副
業
と
し
て
船
長
候
補

を
五
、
六
人
集
め
、
収
入
の
安
定
化
に
も
貢

献
、
一
〇
年
で
投
資
金
を
返
済
す
る
計
画
ま

で
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
大
江
町
長
は
素
潜
り
で
獲
っ
た
サ
ザ
エ
を

炊
き
込
み
ご
は
ん
に
し
て
イ
ベ
ン
ト
時
に
ふ

る
ま
っ
た
り
、
吉
元
副
町
長
も
自
分
の
船
を

持
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
若
い
人
た
ち
は
海

と
か
か
わ
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
海
に
接
す
る
機
会
を

つ
く
る
意
味
も
あ
る
」

こ
れ
ら
ふ
る
さ
と
納
税
を
原
資
と
し
た
前

向
き
な
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、
令
和

三
年
一
〇
月
に
は
自
治
体
の
優
良
事
例
を
表

彰
す
る
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
ア
ワ
ー
ド
２

０
２
１
」（
株
式
会
社
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
主
催
）
で
、

海
士
町
が
「
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

部
門
」
の
大
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

柏
谷
さ
ん
は
、
山
内
道
雄
町
政
時
代
を
知

ら
な
い
人
た
ち
が
増
え
て
思
い
の
共
有
が
で

き
ず
、
新
し
い
こ
と
を
企
画
す
る
人
材
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
課
題
、
と
い
う
。

「〈
半は

ん

官か
ん

半は
ん

Ｘエ
ッ
ク
ス

〉
は
、
役
場
職
員
が
地
域
に

出
て
課
題
を
実
感
し
て
働
く
仕
組
み（
詳
細
は

前
篇
参
照
）
だ
が
、い
ず
れ
も
Ｉ
タ
ー
ン
者
で

Ａ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
取
締
役
に
就

任
し
た
青
山
敦
士
さ
ん
〈（
株
）
海
士
、
後
出
〉

や
阿
部
裕
志
さ
ん
〈（
株
）
風
と
土
と
、
人
材
育

成
・
出
版
事
業
［
※
2
］〉、
大
野
佳
祐
さ
ん
〈
隠

岐
島
前
高
等
学
校
・
学
校
経
営
補
佐
官
〉
な
ど
は
、

民
間
か
ら
の
〈
半
Ｘ
半
官
〉
と
も
い
え
る
」

宿
泊
機
能
と
交
流
拠
点
、

新
コ
ン
セ
プ
ト
の
ジ
オ
ホ
テ
ル

令
和
三
年
七
月
、
菱
浦
港
ち
か
く
の
高
台

に
、
町
内
唯
一
の
ホ
テ
ル
（
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
ホ

テ
ル
海
士
）
の
本
館
を
改
修
、別
館
跡
に
三
階

建
て
の
新
棟
を
増
設
し
た
ジ
オ
ホ
テ
ル

「Entô

」
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
。

隠
岐
諸
島
全
域
を
そ
の
範
囲
と
す
る
「
隠

岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」（
平
成
二
五

年
認
定
、同
三
〇
年
再
認
定
）
の
拠
点
施
設
と
し

て
の
役
割
も
あ
り
、
地
階
に
は
島
前
地
域
の

自
然
や
歴
史
を
紹
介
す
る
ジ
オ
展
示
室
な
ど

も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

直
交
集
成
材
を
使
用
し
た
木
造
一
部
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
設
計
は
ア
ト
リ
エ

系
建
築
で
知
ら
れ
る
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
ア
ー
キ

テ
ク
ツ
ス
タ
ジ
オ
、
展
示
設
計
と
「Entô

」

の
命
名
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
原
研

哉
氏
が
代
表
を
務
め
る
日
本
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
の
三
澤
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
が
担
当
し
た
。

※
1
：
本
誌
二
四
〇
号
参
照
。

※
2
：
本
誌
二
六
二
号
参
照
。
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運
営
は
第
三
セ
ク
タ
ー
の（
株
）海
士
で
、平

成
二
九
年
に
同
社
の
代
表
取
締
役
に
就
任
し

た
青
山
敦
士
さ
ん
（
三
八
歳
）
は
、大
学
卒
業

後
に
移
住
、
海
士
町
観
光
協
会
の
職
員
と
し

て
島
旅
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
手
掛
け
、

同
二
五
年
に
は
同
協
会
の
子
会
社
（
株
）
島

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
設
立
し
、
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ

イ
事
業
や
ツ
ア
ー
の
企
画
造
成
、
Ｂ
＆
Ｂ
宿

泊
施
設
の
運
営
な
ど
、
島
の
観
光
振
興
に
深

く
関
わ
っ
て
き
た
。
現
在
、
社
員
は
二
一
人

で
、
複
業
組
合
か
ら
は
一
人
が
派
遣
さ
れ
て

い
る
。

標
準
財
政
規
模
が
二
五
億
円
ほ
ど
の
町
に

あ
っ
て
、
総
工
費
約
二
二
・
四
億
円
（
う
ち
過

疎
債
充
当
額
約
二
一
・
三
億
円
）
を
か
け
た
町
政

史
上
最
大
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

外
国
人
観
光
客
や
富
裕
層
な
ど
新
た
な
客
層

の
開
拓
も
目
指
す
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
は

な
い
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
る
計
画
に
は
懸
念
も

大
き
く
、（
株
）
海
士
の
主
催
で
住
民
説
明
会

を
開
催
、
住
民
や
出
郷
者
も
利
用
し
や
す
い

施
設
に
す
る
こ
と
や
、
地
元
食
材
の
提
供
な

ど
獲
得
し
た
〝
外
貨
〟
を
島
内
に
循
環
さ
せ

る
仕
組
み
の
構
築
と
い
っ
た
方
針
を
示
し
、

オ
ー
プ
ン
前
に
は
希
望
す
る
住
民
に
宿
泊
し

て
も
ら
う
な
ど
し
て
、
理
解
を
得
る
よ
う
に

し
た
と
い
う
。

新
棟
「N

ネ
ス
ト

est

」
全
一
八
室
の
海
側
は
一
面

の
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
九
室
に
専
用
の
吹
き
抜

け
テ
ラ
ス
が
つ
く
。
火
山
活
動
と
地
殻
変
動

で
形
づ
く
ら
れ
た
島
前
カ
ル
デ
ラ
の
一
部
や

緑
の
島
影
、
湖
面
の
よ
う
な
海
を
行
き
交
う

内
航
船
な
ど
、「
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え

て
、
変
わ
り
続
け
て
い
る
風
景
（
青
山
さ
ん

談
）」
が
眺
め
ら
れ
る
。

四
人
ま
で
利
用
で
き
る
最
高
級
ス
イ
ー
ト

の
宿
泊
料
は
一
〇
万
円
。
一
〇
〇
平
米
ち
か

い
部
屋
に
ベ
ッ
ド
が
二
つ
、
テ
レ
ビ
や
時
計

は
な
く
（
オ
ー
ダ
ー
が
あ
れ
ば
設
置
）、
木
や
石

の
質
感
を
生
か
し
た
設
え
も
非
常
に
シ
ン
プ

ル
で
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
類
も
最
小
限
に
と
ど
め

ら
れ
て
い
る
。

「
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
持
ち
込
ま
な

い
（
デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
）
構
想
も
考
え
て
い

る
」ス

イ
ー
ト
に
次
ぐ
デ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
の

部
屋
で
も
四
万
円
だ
が
、
い
ず
れ
も
稼
働
率

は
高
く
、
高
額
の
部
屋
か
ら
先
に
埋
ま
っ
て

い
く
と
い
う
。

「
夕
方
に
到
着
す
る
船
で
来
島
す
る
方
々
が

多
く
、
次
の
日
は
昼
前
ま
で
部
屋
で
ゆ
っ
く

り
す
る
な
ど
、
島
で
の
時
間
の
過
ご
し
方
も

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
二
泊
以
上
す
る
方
々

も
多
い
」

施
設
や
接
客
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「h

オ
ネ
ス
ト

onest

」

と
「s

シ
ー
ム
レ
ス

eam
less

」。
前
者
は
、華
美
で
は
な
く

で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
に
、
あ
り
の
ま
ま
で

青山敦士（株）海士代表取締役。
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あ
る
こ
と
。
後
者
は
、
客
室
区
域
と
ジ
オ
展

示
区
域
を
ひ
と
つ
づ
き
に
し
、
施
設
へ
の
出

入
り
も
自
由
に
し
て
外
部
と
の
接
点
と
な
る

広
場
で
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
す
る
な
ど
、
宿
泊

客
と
住
民
と
の
交
流
を
積
極
的
に
図
る
仕
掛

け
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う
。

挑
戦
し
つ
づ
け
る
島

小
誌
で
は
平
成
一
八
年
、
山
内
町
長
（
当

時
）
の
も
と
で
、
危
機
感
を
バ
ネ
に
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
積
極
的
な
試
み
を
特
集
（
二
〇
六・

七
号
特
集
「
隠
岐
・
海
士
町
の
地
域
戦
略
」〈
前
・
後

篇
〉［
※
3
］）
し
て
以
来
、
そ
の
動
向
に
注
目

し
て
き
た
。
今
回
の
「
還
流
お
こ
し
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
同
様
、
訪
れ
る
た
び
に
大
胆
か
つ

緻
密
な
考
え
方
に
も
と
づ
く
実
験
的
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
複
数
進
行
し
て
お
り
、
驚
き
を
新

た
に
す
る
こ
と
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
先
駆
け
の
一
つ
と

も
評
さ
れ
る
「
商
品
開
発
研
修
生
」
や
、
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
原
型
と
い

わ
れ
る
独
自
の
「
マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
」
制
度

な
ど
、
海
士
町
の
取
り
組
み
が
モ
デ
ル
と
な

っ
た
制
度
も
あ
る
。
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
は
、
隠
岐
諸
島
で
も
知ち

夫ぶ

村
と
西

ノ
島
町
で
す
で
に
設
立
さ
れ
、
隠
岐
の
島
町

が
同
四
年
度
中
に
認
定
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

り
、
他
の
離
島
市
町
村
で
も
広
が
り
を
み
せ

て
き
て
い
る
。
文
部
科
学
省
が
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
高
校
普
通
科
改
革
も
、
長
期
的
視

野
で
グ
ロ
ー
カ
ル
な
人
材
育
成
に
傾
注
し
て

き
た
隠
岐
島
前
三
町
村
に
よ
る
「
教
育
魅
力

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
よ

う
に
思
え
る
。
自
治
体
条
例
で
実
施
が
可
能

な
公
務
員
の
働
き
方
改
革
「
半
官
半
Ｘ
」
も
、

い
ず
れ
は
全
国
に
敷
衍
し
て
い
く
の
で
は
な

い
か
。

変
化
を
恐
れ
な
い
、
一
貫
し
た
攻
め
の
姿

勢
は
ど
こ
か
企
業
経
営
を
思
わ
せ
る
が
、
住

民
の
思
い
を
軽
視
し
て
い
る
の
で
も
、
未
来

を
市
場
に
投
げ
出
そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
。
つ
ね
に
見
据
え
て
い
る
の
は
、
先

人
が
築
き
上
げ
て
き
た
豊
か
な
島
の
風
土
を

受
け
継
ぎ
つ
つ
、
移
住
者
を
含
め
、
世
代
や

立
場
を
超
え
た
協
働
と
助
け
合
い
に
よ
っ
て

郷
土
を
共
創
す
る
と
い
う
理
想
的
な
地
域
社

会
の
あ
り
方
そ
の
も
の
だ
ろ
う
。

大
江
町
政
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
心
ひ
と
つ

に
、
み
ん
な
で
し
ゃ
ば
る
（
＝
引
っ
ぱ
る
）
島

づ
く
り
」。
地
域
愛
を
胸
に
、海
士
町
の
〝
挑

戦
〟
は
つ
づ
く
。�

■

	
�（

日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
部
長
）

�

※
前
・
後
篇
と
も
に
写
真
／
小
原
佐
和
子

菱浦湾に面して建つジオホテル「Entô」の新棟。

※
3
：
本
誌
二
〇
六
号
お
よ
び

本
誌
二
〇
七
号
参
照
。


